
(57)【要約】

【課題】　雲母粉含有光沢着色塗装サイディングの光沢

着色塗膜損傷部を、周囲の色や光沢と調和するように、

良好に補修する。

【解決手段】　雲母粉および顔料を含有する光沢着色塗

膜が意匠面の全面または一部の最表層に形成された窯業

系サイディングの当該光沢着色塗膜が損傷を受けて光沢

が低下した部分に、クリア塗料に雲母粉を含有させた補

修塗料を塗布する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 雲 母 粉 お よ び 顔 料 を 含 有 す る 光 沢 着 色 塗 膜 が 意 匠 面 の 全 面 ま た は 一 部 の 最 表 層 に 形 成 さ
れ た 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ の 当 該 光 沢 着 色 塗 膜 が 損 傷 を 受 け て 光 沢 が 低 下 し た 部 分 を 補 修 す
る た め の 補 修 塗 料 で あ っ て 、 ク リ ア 塗 料 に 雲 母 粉 を 含 有 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 補 修 塗 料
。
【 請 求 項 ２ 】
　 雲 母 粉 の 平 均 粒 径 が １ ０ ～ ３ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 補 修 塗 料 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ク リ ア 塗 料 の 固 形 分 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し 、 雲 母 粉 を ０ ． ３ ～ ２ ． ０ 質 量 部 含 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 補 修 塗 料 。
【 請 求 項 ４ 】
　 雲 母 粉 お よ び 顔 料 を 含 有 す る 光 沢 着 色 塗 膜 が 意 匠 面 の 全 面 ま た は 一 部 の 最 表 層 に 形 成 さ
れ た 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ の 当 該 光 沢 着 色 塗 膜 が 損 傷 を 受 け て 光 沢 が 低 下 し た 部 分 を 補 修 す
る 方 法 で あ っ て 、 光 沢 が 低 下 し た 部 分 に 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 補 修 塗 料 を 塗
布 す る こ と を 特 徴 と す る 補 修 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 雲 母 粉 お よ び 顔 料 を 含 有 す る 光 沢 着 色 塗 膜 が 意 匠 面 の 全 面 ま た は 一 部 の 最 表
層 に 形 成 さ れ た 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ の 当 該 光 沢 着 色 塗 膜 が 損 傷 を 受 け て 光 沢 が 低 下 し た 部
分 を 補 修 す る た め の 補 修 塗 料 、 並 び に 補 修 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 建 築 物 の デ ザ イ ン 性 を 高 め る 目 的 で 、 表 面 が 金 属 か ら な る 外 壁 材 を 用 い て 外 壁 に
光 沢 を 持 た せ る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 外 壁 材 と し て 、 例 え ば サ イ デ ィ ン グ ボ ー
ド の 表 面 に 金 属 板 を 貼 付 し た 外 壁 材 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 フ ェ ノ ー ル フ ォ ー ム
の 一 方 の 面 に ガ ル バ 鋼 板 （ ５ ５ ％ ア ル ミ ニ ウ ム － 亜 鉛 合 金 め っ き 鋼 板 ） を 貼 付 し た 外 壁 材
（ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） な ど が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 金 属 板 は 一 般 に 高 価 で あ り 、 ま た サ イ デ ィ ン グ ボ ー ド や フ ェ ノ ー ル フ ォ ー ム 等
の 基 材 と の 一 体 化 の た め の 作 業 が 必 要 で 、 更 に は 錆 の 発 生 の 防 ぐ た め に 表 面 処 理 を 要 す る
等 、 コ ス ト 増 を 招 く 要 素 を 数 多 く 抱 え て い る 。 ま た 、 金 属 は 耐 熱 性 や 耐 火 性 が 十 分 で は な
く 、 外 壁 材 と す る に は あ る 程 度 の 板 厚 が 必 要 で あ る た め 、 重 量 増 を 招 く と い う 問 題 も あ る
。 更 に は 、 金 属 と 基 材 と は 熱 伝 導 率 や 熱 膨 張 率 が 大 き く 異 な り 、 金 属 が よ り 大 き く 熱 膨 張
す る た め 、 基 材 と 金 属 板 と が 剥 離 し た り 、 外 壁 材 が 歪 む な ど の 不 具 合 を 起 こ す お そ れ も あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 背 景 か ら 、 本 出 願 人 は 先 に 、 帯 状 に 延 び る 凸 部 と 凹 部 と を 交 互 に 設 け て な る
意 匠 面 を 有 す る 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ の 前 記 意 匠 面 の 全 面 に 着 色 層 を 設 け 、 さ ら に 凸 部 の 表
面 に 、 雲 母 粉 を 含 有 し 、 着 色 層 と 同 様 の 色 調 に 調 整 し た 塗 料 を 塗 布 し て 光 沢 着 色 塗 膜 を 形
成 し た 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ を 提 案 し 、 販 売 し て い る （ 非 特 許 文 献 ２ 参 照
） 。 こ の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ は 、 雲 母 粉 に よ り 太 陽 光 な ど の 入 射 光 を 乱
反 射 さ せ て 光 沢 を 発 す る も の で あ り 、 安 価 で あ り な が ら も 良 好 な 光 沢 を 呈 し 、 剥 離 の 問 題
も な い と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ９ ９ ３ ２ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 ア イ ジ ー 工 業 株 式 会 社 製 の 商 品 「 ア イ ジ ー 断 熱 サ イ デ ィ ン グ 　 ガ ル ス パ
ン 」 の 製 品 カ タ ロ グ
【 非 特 許 文 献 ２ 】 旭 硝 子 株 式 会 社 製 の 商 品 「 Ａ Ｇ － Ｗ Ａ Ｌ Ｌ 　 １ ５ Ａ 　 Ｍ Ｂ ＋ 　 エ ム ビ ー
プ ラ ス 」 の 製 品 カ タ ロ グ （ ２ ０ ０ ４ 年 ３ 月 発 行 ）
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 外 装 材 は 、 施 工 時 に 表 面 が 擦 れ る な ど し て 塗 膜 の 一 部 が 損 傷 を 受 け る こ と が 多 く 、 従 来
か ら １ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 比 較 的 軽 微 な 塗 膜 損 傷 部 に つ い て は 、 塗 膜 と 同 色 の 補 修 塗 料 を 塗
布 し て 補 修 す る こ と が 行 な わ れ て い る 。 上 記 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗
装 サ イ デ ィ ン グ も 同 様 で 、 施 工 に 伴 っ て 光 沢 着 色 塗 膜 が 損 傷 を 受 け る こ と が あ る が 、 図 １
（ Ａ ） に 示 す よ う に 、 光 沢 着 色 塗 膜 が 損 傷 し た 部 分 （ 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 ） で は 、 光 沢 の
無 い 着 色 層 が 露 出 す る た め 、 特 に あ る 角 度 か ら 観 察 し た と き に 周 囲 と 比 べ て 光 沢 が 顕 著 に
低 下 し た よ う に 見 え 、 無 光 沢 の 外 装 材 の 着 色 塗 膜 が 損 傷 を 受 け た 場 合 に 比 べ て 損 傷 を 受 け
た 部 分 が 目 立 つ よ う に な る 。 た だ し 、 ど の よ う な 角 度 の 太 陽 光 の 下 で 観 察 す る か 、 塗 膜 損
傷 部 が ど の よ う な 方 向 に 沿 っ て 損 傷 を 受 け て い る か な ど に よ っ て 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 が 目
立 つ 角 度 が 決 ま り 、 必 ず し も 一 定 の 角 度 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 を 目 立 た な く す る た め に 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 補 修 塗 料 を 当
該 損 傷 部 に 塗 布 す る こ と が 行 な わ れ 、 そ の 補 修 塗 料 と し て 従 来 は 、 光 沢 着 色 塗 膜 を 形 成 す
る の に 用 い る 塗 料 と 同 一 組 成 の も の が 用 い ら れ て い た 。 し か し 、 補 修 塗 料 は 光 沢 着 色 塗 膜
損 傷 部 の 周 辺 に も 塗 布 さ れ る こ と が 多 い た め 、 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 以 外 の 塗 布 部 分 で は 塗
膜 が 重 な っ て 周 囲 よ り も 色 が 濃 く な り 、 さ ら に は 雲 母 粉 量 も 多 く な る こ と か ら 、 光 沢 も 補
修 塗 料 が 塗 布 さ れ な い 部 分 よ り も 強 く 現 わ れ る よ う に な り 、 補 修 部 分 が か え っ て 目 立 つ よ
う に な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ
ィ ン グ の 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 を 、 周 囲 の 色 や 光 沢 と 調 和 す る よ う に 、 良 好 に 補 修 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 検 討 し た 結 果 、 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ
デ ィ ン グ の 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 に 、 顔 料 を 含 ま ず 、 雲 母 粉 を 微 量 含 有 す る 無 色 の 塗 料 （ ク
リ ア 塗 料 ） を 塗 布 す る こ と に よ り 、 補 修 部 分 が 周 囲 と 同 等 の 色 お よ び 光 沢 を 呈 す る こ と を
見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 以 下 の 補 修 塗 料 お よ び 補 修 方 法 を 提 供 す る 。
（ １ ） 雲 母 粉 お よ び 顔 料 を 含 有 す る 光 沢 着 色 塗 膜 が 意 匠 面 の 全 面 ま た は 一 部 の 最 表 層 に 形
成 さ れ た 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ （ 雲 母 含 有 光 沢 着 色 サ イ デ ィ ン グ ） の 当 該 光 沢 着 色 塗 膜 が 損
傷 を 受 け て 光 沢 が 低 下 し た 部 分 を 補 修 す る た め の 補 修 塗 料 で あ っ て 、 ク リ ア 塗 料 に 雲 母 粉
を 含 有 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 補 修 塗 料 。
（ ２ ） 雲 母 粉 の 平 均 粒 径 が １ ０ ～ ３ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） 記 載 の 補 修
塗 料 。
（ ３ ） ク リ ア 塗 料 の 固 形 分 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し 雲 母 粉 を ０ ． ３ ～ ２ ． ０ 質 量 部 含 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） 記 載 の 補 修 塗 料 。
（ ４ ） 雲 母 粉 お よ び 顔 料 を 含 有 す る 光 沢 着 色 塗 膜 が 意 匠 面 の 全 面 ま た は 一 部 の 最 表 層 に 形
成 さ れ た 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ の 当 該 光 沢 着 色 塗 膜 が 損 傷 を 受 け て 光 沢 が 低 下 し た 部 分 を 補
修 す る 方 法 で あ っ て 、 光 沢 が 低 下 し た 部 分 に 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 補
修 塗 料 を 塗 布 す る こ と を 特 徴 と す る 補 修 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 補 修 塗 料 が 顔 料 を 含 ま な い た め 、 光 沢 塗 膜 損 傷 部 以 外 の 塗 布 部 分 が 周
囲 よ り も 色 濃 く な る こ と が な く 、 ま た 、 塗 膜 中 の 雲 母 粉 含 有 量 も 光 沢 着 色 塗 膜 に 含 ま れ る
雲 母 粉 に 比 べ て 少 な く す る こ と に よ り 、 周 囲 と 同 等 の 光 沢 を 呈 す る よ う に な り 、 光 沢 塗 膜
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損 傷 部 を 周 囲 と 調 和 さ せ て よ り 良 好 に 補 修 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 関 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 補 修 塗 料 は 、 窯 業 系 サ イ デ ィ ン グ の 意 匠 面 に 、 最 表 層 と し て 雲 母 粉 お よ び 顔 料
を 含 有 す る 光 沢 着 色 塗 膜 が 形 成 さ れ た 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ に 適 用 さ れ る
も の で あ り 、 ク リ ア 塗 料 に 雲 母 粉 を 含 有 さ せ た も の で あ る 。 尚 、 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装
サ イ デ ィ ン グ と し て は 、 上 記 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 商 品 「 Ａ Ｇ － Ｗ Ａ Ｌ Ｌ 　 １ ５ Ａ 　 Ｍ Ｂ
＋ 　 エ ム ビ ー プ ラ ス 」 を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 雲 母 粉 の 寸 法 に は 特 に 制 限 は な い が 、 微 小 す ぎ る と 分 散 性 が 悪 く な る こ と か ら 、 平 均 粒
径 １ ０ ～ ３ ０ μ ｍ で 、 厚 さ ０ ． ２ ５ ～ １ μ ｍ 程 度 の も の が 好 適 で あ る 。 こ こ で 、 雲 母 粉 の
平 均 粒 径 は 通 常 レ ー ザ ー 回 折 法 に よ り 測 定 さ れ る 。 ま た 、 雲 母 粉 の 粒 度 分 布 は 、 粒 径 ５ ～
４ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る も の が 全 量 の ８ ５ 質 量 ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 補 修 塗 料 に お け る 雲 母 粉 の 含 有 量 は 、 周 囲 と 違 和 感 の 無 い 光 沢 、 更 に は 色 を 得 る た め に
、 ク リ ア 塗 料 の 固 形 分 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し ０ ． ３ ～ ２ ． ０ 質 量 部 の 範 囲 が 好 ま し い 。 尚 、
ク リ ア 塗 料 に お け る 固 形 分 は 、 ク リ ア 塗 料 を １ ０ ５ ℃ に て 例 え ば １ 時 間 乾 燥 し 、 そ の 加 熱
残 分 を 秤 量 し て 求 め る こ と が で き る 。 以 降 の 説 明 に お い て 雲 母 粉 含 有 量 と は 何 れ も 、 ク リ
ア 塗 料 の 固 形 分 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 す る 値 （ 質 量 部 ） を 示 す 。 雲 母 粉 含 有 量 が ０ ． ３ 質 量 部
未 満 で は 、 光 沢 塗 膜 損 傷 部 の 光 沢 が 依 然 と し て 周 囲 よ り も 少 な く 、 特 に 白 色 系 の 雲 母 粉 含
有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ で は 補 修 効 果 が 不 十 分 と な る お そ れ が あ る 。 こ れ に 対 し 、 雲
母 粉 含 有 量 が ２ ． ０ 質 量 部 を 越 え る と 、 光 沢 塗 膜 損 傷 部 を 除 く 塗 布 部 分 （ 当 該 損 傷 部 の 周
辺 で あ っ て 補 修 塗 料 が 塗 布 さ れ た 部 分 ） の 光 沢 が 高 く な り す ぎ 、 ま た 、 補 修 塗 膜 （ 塗 布 さ
れ た 補 修 塗 料 を 自 然 乾 燥 さ せ た も の ） の 端 縁 （ 境 界 ） が 目 立 つ よ う に な り 、 特 に 暗 色 系 の
雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ で 顕 著 と な る お そ れ が あ る 。 更 に は 、 雲 母 粉 自 身 の
色 が 顕 在 化 し て 特 に 白 色 系 の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ で は 塗 布 部 分 （ 補 修 塗
膜 ） が 黄 色 味 を 帯 び て く る お そ れ が あ る 。 こ の よ う に 、 雲 母 粉 含 有 量 が ０ ． ３ ～ ２ ． ０ 質
量 部 を 逸 脱 す る と 、 周 囲 と の 色 や 光 沢 の 調 和 が と り に く く な り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 補 修 塗 料 の 残 部 は 顔 料 を 含 ま ず 、 通 常 は ク リ ア 塗 料 か ら な る が 、 本 発 明 の 目 的 を 損 な わ
な い 範 囲 で そ の 他 の 成 分 を 含 有 し て も よ い 。 ク リ ア 塗 料 は 特 に 制 限 さ れ な い が 、 シ リ コ ン
ア ク リ ル 系 エ マ ル ジ ョ ン 塗 料 が 典 型 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 補 修 塗 料 は こ の よ う に 構 成 さ れ 、 無 色 で あ る こ と か ら 、 種 々 の 色 の 雲 母 粉 含 有
光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ に 対 し て 共 通 し て 使 用 で き る と い う 利 点 を 有 す る 。 し か し 、 補
修 対 象 の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ の 色 に 応 じ て 、 雲 母 粉 含 有 量 を 上 記 の 範 囲
内 で 調 整 す る こ と が よ り 好 ま し い 。 上 記 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 商 品 「 Ａ Ｇ － Ｗ Ａ Ｌ Ｌ 　 １
５ Ａ 　 Ｍ Ｂ ＋ 　 エ ム ビ ー プ ラ ス 」 で は 、 黒 色 系 （ 商 品 名 「 ガ ン メ タ リ ッ ク Ａ 」 ） や 薄 茶 色
系 （ 商 品 名 「 シ ャ ン パ ン パ ー ル Ａ 」 ） 、 紺 色 系 （ 商 品 名 「 オ ー シ ャ ン パ ー ル Ａ 」 ） の 各 雲
母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ で は 光 沢 が 出 や す い こ と か ら 、 光 沢 着 色 塗 膜 に お け る
雲 母 粉 含 有 量 を 少 量 と し 、 逆 に 白 色 系 （ 商 品 名 「 ホ ワ イ ト パ ー ル Ａ 」 ） や 銀 色 系 （ 商 品 名
「 シ ル バ ー Ａ 」 ） の 各 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ で は 光 沢 が 出 に く い こ と か ら
、 光 沢 着 色 塗 膜 に は 多 く の 雲 母 粉 を 含 有 さ せ て い る 。 こ れ と 同 じ 理 由 か ら 、 本 発 明 の 補 修
塗 料 に お い て も 、 黒 色 系 や 紺 色 系 、 茶 色 系 な ど の 暗 色 系 、 ま た は 光 沢 着 色 塗 膜 の 雲 母 粉 含
有 量 が 、 雲 母 粉 を 除 く 固 形 分 を １ ０ ０ 質 量 部 と し て ２ ５ 質 量 部 以 下 、 典 型 的 に は １ ０ ～ ２
０ 質 量 部 で あ る 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ の 補 修 用 に は 上 記 の 雲 母 粉 含 有 量 の
範 囲 で も 少 量 に 抑 え 、 具 体 的 に は １ ． ５ 質 量 部 以 下 と す る こ と が 好 ま し く 、 典 型 的 に は ０
． ６ ～ １ ． ５ 質 量 部 で あ る 。 一 方 、 白 色 系 や 銀 色 系 、 黄 色 系 な ど の 明 色 系 、 ま た は 光 沢 着
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色 塗 膜 の 雲 母 含 有 量 が 、 雲 母 粉 を 除 く 固 形 分 を １ ０ ０ 質 量 部 と し て ３ ０ 質 量 部 以 上 で あ る
雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ の 補 修 用 に は 、 典 型 的 に は ０ ． ６ ～ １ ． ８ 質 量 部 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 補 修 塗 料 の 使 用 方 法 に は 制 限 が な く 、 筆 や 刷 毛 、 ロ ー ラ な ど を 用 い て 光 沢 塗 膜 損 傷 部 に
塗 布 し 、 自 然 乾 燥 す れ ば よ く 、 必 要 に よ り 温 風 を 吹 き 付 け る な ど し て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 更 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に よ り 制 限 さ れ る も の で
は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 実 施 例 １ 〕
（ 補 修 塗 料 の 調 製 ）
　 ア ク リ ル シ リ コ ン エ マ ル ジ ョ ン （ ア ク リ ル シ リ コ ン 樹 脂 固 形 分 ４ ８ 質 量 ％ 、 水 ５ ２ 質 量
％ ） を ６ ５ 質 量 部 、 水 ・ 各 種 添 加 剤 を ３ ５ 質 量 部 、 雲 母 粉 （ 平 均 粒 径 ２ ０ μ ｍ 。 粒 径 １ ０
～ ３ ０ μ ｍ の 範 囲 に ８ ５ 質 量 ％ 以 上 存 在 。 平 均 厚 さ １ μ ｍ 。 ） を ０ ． ４ 質 量 部 と な る よ う
に 混 合 し 、 十 分 に 攪 拌 し て 補 修 塗 料 Ａ （ 雲 母 粉 含 有 量 は １ ． ３ 質 量 部 ） を 調 製 し た 。 ま た
、 雲 母 粉 を ０ ． ５ 質 量 部 配 合 し た 以 外 は 同 様 に し て 補 修 塗 料 Ｂ （ 雲 母 粉 含 有 量 は １ ． ６ 質
量 部 ） を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 補 修 試 験 ）
　 上 記 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 商 品 名 「 ガ ン メ タ リ ッ ク Ａ 」 （ 黒 色 系 ） 、 商 品 名 「 シ ャ ン パ
ン パ ー ル Ａ 」 （ 薄 茶 色 系 ） 及 び 商 品 名 「 オ ー シ ャ ン パ ー ル Ａ 」 （ 紺 色 系 ） の 各 雲 母 粉 含 有
光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ （ 何 れ も 、 光 沢 着 色 塗 膜 中 の 雲 母 粉 含 有 量 を １ ５ 質 量 部 に 調 整
し た も の ） を 用 い 、 そ の 意 匠 面 の 表 面 を 擦 り 、 強 制 的 に 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 を 形 成 し た 。
そ し て 、 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 に 、 調 製 し た 補 修 塗 料 Ａ ま た は 補 修 塗 料 Ｂ を 筆 で 塗 布 し 、 自
然 乾 燥 し た 後 、 目 視 に て 塗 布 部 分 を 観 察 し た 。 観 察 は 、 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ
ン グ を 手 で 持 ち 、 肉 眼 に よ り 意 匠 面 全 体 を 様 々 な 角 度 か ら 見 て 行 な っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 結 果 、 補 修 塗 料 Ａ で は 、 何 れ の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ に お い て も 光
沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 が 目 立 た ず 、 周 囲 と 良 好 に 調 和 し て い た 。 ま た 、 補 修 塗 料 Ｂ で も 当 該 損
傷 部 は 目 立 た な か っ た が 、 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 以 外 の 塗 布 部 分 に お い て 若 干 光 沢 が 強 く 、
ま た 塗 膜 の 端 縁 が よ く 見 る と 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 比 較 の た め に 、 補 修 塗 料 と し て 上 記 ア ク リ ル シ リ コ ン エ マ ル ジ ョ ン の み を 塗 布 し
て 同 様 の 観 察 を 行 っ た が 、 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 に は 光 沢 が 見 ら れ ず 、 着 色 層 の み が 目 立 っ
て い た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
　 上 記 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 商 品 名 「 ホ ワ イ ト パ ー ル Ａ 」 （ 白 色 系 ） 及 び 商 品 名 「 シ ル バ
ー Ａ 」 （ 銀 色 系 ） の 各 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ （ 何 れ も 、 光 沢 着 色 塗 膜 中 の
雲 母 粉 含 有 量 を ２ ５ 質 量 部 に 調 整 し た も の ） を 用 い 、 実 施 例 １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 光 沢
着 色 塗 膜 損 傷 部 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 結 果 、 補 修 塗 料 Ａ お よ び 補 修 塗 料 Ｂ と も に 、 何 れ の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ
ィ ン グ に お い て も 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 が 目 立 た ず 、 周 囲 と 良 好 に 調 和 し て い た 。 ま た 、 比
較 の た め に 、 補 修 塗 料 と し て 上 記 ア ク リ ル シ リ コ ン エ マ ル ジ ョ ン の み を 塗 布 し て 同 様 の 観
察 を 行 っ た が 、 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 に は 光 沢 が 見 ら れ ず 、 着 色 層 の み が 目 立 っ て い た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 参 考 例 〕
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　 ニ チ ハ （ 株 ） 製 の 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ （ モ エ ン レ ジ ェ ン ド ー ル １ ６ 　
シ ン プ ル モ ダ ン シ リ ー ズ 　 「 ノ ヴ ァ リ ア ス タ イ ル 」 ； 尚 、 光 沢 着 色 塗 膜 中 の 雲 母 粉 含 有 量
は １ ３ 質 量 部 と 推 定 さ れ る ） お よ び 補 修 塗 料 Ａ を 用 い て 実 施 例 １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 光
沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 を 観 察 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 結 果 、 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ の 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 が 目 立 た ず 、 周
囲 と 良 好 に 調 和 し て い た 。 ま た 、 比 較 の た め に 、 補 修 塗 料 と し て 上 記 ア ク リ ル シ リ コ ン エ
マ ル ジ ョ ン の み を 塗 布 し て 同 様 の 観 察 を 行 っ た が 、 光 沢 着 色 塗 膜 損 傷 部 に は 光 沢 が 見 ら れ
ず 、 着 色 層 の み が 目 立 っ て い た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 雲 母 粉 含 有 光 沢 着 色 塗 装 サ イ デ ィ ン グ の 光 沢 塗 膜 損 傷 部 を 示 す 模 式 図 で
あ り 、 （ Ｂ ） は 補 修 塗 料 を 塗 布 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
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